
平成２４年（２０１２年）５月７日発行－３－　　（２３３号） 議 会 だ よ り

画
を
補
完
し
実
効
性
を
高
め
る
計
画
。

早
い
時
期
に
関
連
課
と
調
整
し
順
次

進
め
た
い
。

　

許
子
ど
も
の
発
達
支
援
事
業
意
見

交
換
の
進
捗
は
。「
生
涯
」発
達
支
援

課
を
創
設
し
な
い
か
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

意
見
交
換
会

を
市
民
の
皆
さ
ん
や
市
議
会
の
意
向

を
踏
ま
え
、
昨
年　

月
以
降
２
月　

１１

１５

日
ま
で
に
５
回
開
催
し
、
合
計　

名
１００

以
上
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
た
く
さ

ん
の
ご
意
見
、
ご
提
案
を
頂
い
て
い

る
。
担
当
部
署
創
設
は
、
今
は
考
え

て
い
な
い
が
、
ご
提
案
と
し
て
受
け

止
め
た
い
。

鈴
木
成
夫
（
民
主
・
社
民
）

　

虚
災
害
時
に
継
続
す
る
事
業
を
仕

分
け
て
い
る
か
。
地
域
防
災
計
画
見

直
し
の
進
捗
に
つ
い
て

　

地
域
安
全
課
長　

国
の
計
画
、　
１１

月
修
正
予
定
の
都
の
地
域
防
災
計
画

と
の
整
合
が
必
要
。
し
か
る
べ
き
時

期
に
修
正
し
た
い
。
応
急
、
復
旧
、

復
興
に
至
る
事
業
を
総
合
的
に
示
し

た
事
業
継
続
計
画
は
、
地
域
防
災
計

心
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
小

金
井
市
と
し
て
は
、
東
京
都
の
助
成

金
制
度
の
活
用
と
小
金
井
市
の
助
成

制
度
の
創
設
、
個
人
情
報
の
保
護
の

徹
底
を
図
る
環
境
や
条
例
づ
く
り
を

進
め
る
べ
き
だ
。
安
全
・
安
心
ま
ち

づ
く
り
条
例
で
は
「
市
は
、
地
域
の

安
全
を
守
る
た
め
に
市
民
が
行
う
自

主
的
な
活
動
に
対
し
、
必
要
な
支
援

を
行
う
」
と
あ
る
。

　

市
長　

防
犯
カ
メ
ラ
で
撮
っ
た
こ

と
が
悪
用
さ
れ
た
と
い
う
例
は
聞
か

な
い
、
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
等
と
も
話
し
合
い
、
設
置
し
や

す
い
条
件
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

犯
罪
抑
止
効
果
が
高
い
と
い
わ
れ

る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
よ
り
、
事

件
・
事
故
後
の
対
応
は
素
早
く
適
切

に
行
え
、
被
害
の
拡
大
を
防
ぎ
、
問

題
の
早
期
解
決
を
可
能
に
で
き
る
。

平
成　

年
度
は　

市
中　

市
が
設
置

２４

２６

１５

済
み
あ
る
い
は
設
置
予
定
の
状
況
だ
。

駅
前
整
備
が
進
み
商
店
街
か
ら
の
カ

メ
ラ
設
置
要
望
も
あ
る
。「
安
全
・
安

合
的
に
解
決
を
図
る
べ
き
だ
。

　

市
民
部
長　

契
取
組
意
識
の
継
続
、

回
遊
性
と
情
報
受
発
信
力
強
化
だ
。

　

環
境
部
長　

形
径
都
か
ら
移
管
を

受
け
地
元
と
協
議
し
善
処
し
た
い
。

　

市
長　

恵
提
案
さ
れ
た
協
議
会
を

作
り
、
早
急
に
解
決
し
た
い
。

　

許
ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
契
都
と
逆
に

格
下
げ
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
形

逆
に
課
長
を
増
や
し
て
い
る
の
は
国

体
へ
の
支
障
か
ら
か
。

　

生
涯
学
習
部
長　

契
格
下
げ
で
は

な
く
き
ち
ん
と
や
っ
て
い
る
。

　

市
長　

形
プ
レ
国
体
の
準
備
が
遅

れ
て
お
り
、
全
力
で
取
り
組
む
。

　

宮
崎
晴
光
（
民
主
・
社
民
）

　

虚
東
小
金
井
駅
南
口
産
業
振
興
モ

デ
ル
地
区
事
業
の
契
目
的
形
ト
チ
ノ

キ
公
園
活
用
の
課
題
径
防
災
の
観
点

恵
駅
西
口
改
札
新
設
で
動
線
が
変
わ

り
、
商
業
壊
滅
に
追
い
こ
ま
れ
る
。

Ｊ
Ｒ
は
市
利
用
分
高
架
下
を
駅
の
西

口
新
設
と
連
動
さ
せ
、
市
の
利
用
を

妨
げ
て
い
る
が
、
市
と
商
工
会
・
市

民
を
入
れ
た
協
議
会
を
立
ち
上
げ
総

危
機
管
理
体
制
と
子

ど
も
の
発
達
支
援
事

業
に
つ
い
て
問
う

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

促
進
を
願
う

産
業
振
興
と
ス
ポ
ー

ツ
振
興
行
政
に
つ
い

て
問
う
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あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

許
帰
宅
困
難
者
対
応
や
エ
コ
ブ
ー

ム
で
自
転
車
利
用
者
が
増
え
、
自
転

車
関
連
事
故
の
比
率
も
年
々
増
加
し

て
い
る
。
契
歩
行
者
と
自
転
車
の
走

行
環
境
の
分
離
計
画
は
。
形
交
差
点

で
の
巻
き
込
み
事
故
へ
の
対
応
は
。

径
保
険
加
入
の
促
進
を
。

　

都
市
整
備
部
長　

契
自
転
車
道
が

設
置
で
き
る
の
は
、　

メ
ー
ト
ル
道

３０

路
の
み
。
今
後
の
東
京
都
や
警
視
庁

で
検
討
結
果
を
本
市
の
事
情
に
照
ら

し
て
検
討
す
る
。
形
自
転
車
横
断
帯

の
一
部
を
撤
去
す
る
こ
と
で
安
全
を

図
る
予
定
。
径
幅
広
く
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　

虚
心
の
病
は
、
専
門
医
に
相
談
す

る
こ
と
の
抵
抗
か
ら
、
問
題
を
重
篤

化
す
る
こ
と
が
あ
る
。
早
期
発
見
、

早
期
治
療
の
為
に
も
、
パ
ソ
コ
ン
や

携
帯
で
気
軽
に
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
が

で
き
る
シ
ス
テ
ム
（
心
の
体
温
計
）

を
導
入
し
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

幅
広
い
方
に
役

立
ち
、
非
常
に
有
効
な
シ
ス
テ
ム
で

の
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

東
京
都
か
ら
の

返
事
は
平
成　

年
度
中
（
３
月
末
）

２３

に
実
現
で
き
る
と
の
返
事
で
あ
る
。

　

距
２
月
１
日
の
労
使
合
意
の
件
、

小
金
井
市
当
局
と
職
員
団
体
と
の
間

で
妥
結
し
た
内
容
に
つ
い
て
契
住
居

手
当
を
４
年
で
三
多
摩
平
均
に
引
き

下
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
震
災
な
ど

の
対
応
も
あ
り
市
内
居
住
職
員
を
増

や
す
た
め
に
も
住
居
手
当
に
差
を
設

け
て
は
ど
う
か
。
形
非
常
勤
職
員
の

待
遇
改
善
が
ま
と
ま
っ
た
が
内
容
は
。

　

担
当
課
長　

契
検
討
し
た
い
。
形

リ
ー
ダ
ー
制
を
試
行
導
入
し
た
い
。

武
井
正
明
（
民
主
・
社
民
）

　

虚
武
蔵
小
金
井
駅
北
口
駅
前
広
場

の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

平
成　

年
度
中

２３

に
東
京
都
と
の
協
議
を
終
え
て
平
成

　

年
度
中
に
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

２５
　

許
東
町
踏
切
の
相
互
交
通
に
つ
い

て
大
丸
ピ
ー
コ
ッ
ク
先
の
東
町
踏
切

は
平
成　

年
度
中
に
相
互
通
行
を
す

２３

る
と
市
は
言
っ
て
き
た
が
間
に
合
う

ン
ス
シ
ー
ト
は
平
成　

年
度
決
算
の

２１

普
通
会
計
で
資
産
が
約　

億
円
、
負

９６０

債
が
約　

億
円
。
形
創
意
工
夫
に
よ

３５０

る
日
常
的
な
業
務
改
善
と
第
三
次
行

革
大
綱
に
基
づ
く
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
向
上
と
持
続
可
能
な
行
財
政
運

営
に
努
め
る
。
径
施
設
白
書
に
よ
り

限
り
あ
る
公
共
資
産
を
効
果
的
に
活

用
整
備
し
て
ゆ
く
方
針
を
検
討
す
る
。

■
他
に
『
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

推
進
計
画
と
職
員
残
業
時
間
』、『
木

造
住
宅
耐
震
診
断
普
及
に
向
け
て
』

『
震
災
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
』

『
水
道
事
業
移
管
後
の
窓
口
設
置

等
』
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

中
山
克
己
（
自
民
党
小
金
井
）

　

契
市
の
連
結
ベ
ー
ス
で
の
財
政
状

況
や
債
務
等
、
正
確
に
把
握
の
上
で

債
務
行
為
を
考
え
て
ゆ
く
必
要
が
あ

る
。
形
コ
ス
ト
を
か
け
ず
既
存
、
新

規
の
事
業
展
開
も
必
要
で
あ
る
。
径

施
設
整
備
計
画
の
方
針
は
。

　

企
画
財
政
部
長　

契
財
政
健
全
化

法
に
お
け
る
将
来
負
担
比
率
は
平
成

　

年
度
で
約　

億
４
千
万
円
。
バ
ラ

２２

３９９

同
様
の
取
組
は
、
進
ん
で
い
る
の
か
。

　

市
長　

あ
る
程
度
の
学
校
数
を
ま

と
め
て
行
い
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
得
て
い
き
た
い
。
こ
の
委
託
化
で

生
ま
れ
た
財
源
は
、
給
食
業
務
や
学

校
教
育
の
充
実
に
使
う
。

　

許
周
辺
５
市
の
中
核
図
書
館
と
一

月
当
た
り
の
開
館
時
間
を
比
較
し
た

結
果
、
当
市
が
最
も
少
な
か
っ
た
。

最
大
値
と
比
べ
て
４
割
低
い
値
だ
。

　

市
長　

開
館
日
数
や
開
館
時
間
は

努
力
す
れ
ば
拡
充
で
き
る
。
市
民
サ

ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に
、
是
非
対
応

し
た
い
。

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

当
市
は
財
政
の
ひ
っ
迫
等
、
多
く

の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
今
こ
そ
、

経
営
革
新
に
全
力
を
注
ぐ
べ
き
だ
。

　

虚
学
校
給
食
の
調
理
業
務
の
民
間

委
託
は
、
す
で
に
市
内
全
て
の
中
学

校
（
５
校
）
で
行
わ
れ
て
お
り
、
こ

の
委
託
化
に
よ
っ
て
、
年
間
お
よ
そ

５
千
万
円
の
財
政
削
減
効
果
が
生
ま

れ
て
い
る
。
小
学
校
９
校
に
お
け
る

　

市
長　

地
域
手
当
は
２
年
か
け
て

　

％
に
す
る
。

１０
　

総
務
部
長　

住
居
手
当
は
、
近
隣

市
と
の
均
衡
の
原
則
等
も
あ
る
の
で
、

職
員
団
体
と
協
議
す
る
。

　

許
庁
舎
内
に
あ
る
職
員
組
合
事
務

所
は
、
現
状
、
無
償
貸
与
で
あ
る
。

適
正
な
賃
料
を
求
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
貸
付
範
囲
外
の
廊
下

に
印
刷
機
や
机
が
置
い
て
あ
る
が
、

使
用
許
可
を
出
し
て
い
る
の
か
。

　

市
長　

今
後
、
考
え
る
。

　

総
務
部
長　

許
可
は
出
し
て
な
い
。

■
他
に
、
生
ご
み
処
理
機
の
普
及
促

進
を
求
め
て
質
疑
し
ま
し
た
。

渡
辺
大
三
（
み
ど
り
・
市
民
）

　

虚　

％
で
支
給
し
て
い
る
地
域
手

１２

当
は
、
４
月
か
ら
、
国
基
準
で
あ
る

　

％
以
内
に
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う

１０し
な
い
と
、
国
か
ら
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

が
来
て
、
交
付
金
を
減
額
さ
れ
る
。

ま
た
、
現
行
１
万
７
千　

円
／
月
で

３００

支
給
し
て
い
る
住
居
手
当
は
、
４
月

に
近
隣
市
平
均
の
１
万
２
千　

円
に

３００

引
き
下
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

応
食
の
備
蓄
は
十
分
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
医
師
会
の
先

生
方
と
協
議
し
、
健
康
講
演
会
を
考

え
た
い
。

　

学
校
教
育
部
長　

形
小
金
井
市
医

師
会
主
催
で
、
養
護
教
諭
の
エ
ピ
ペ

ン
講
習
会
を
行
っ
た
。

　

地
域
安
全
課
長　

径
ア
レ
ル
ギ
ー

特
定
原
材
料
等　

品
目
を
含
ま
な
い

２５

白
が
ゆ
と
ア
ル
フ
ァ
ー
米
を
備
蓄
し

て
い
る
。
ミ
ル
ク
に
つ
い
て
は
随
時

備
蓄
さ
れ
る
。

■
他
に
、
市
民
の
不
安
を
解
消
す
る

放
射
能
対
策
と
、
太
陽
熱
利
用
シ
ス

テ
ム
の
普
及
拡
大
を
求
め
た
。

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

　

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
は
、
正
し
い
治

療
を
適
切
に
行
う
事
で
症
状
が
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
る
。
契
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
に
対
す
る
市
民
向
け
講
習
会
を

行
わ
な
い
か
。
形
小
中
学
校
で
は
、

急
激
に
症
状
が
悪
化
す
る
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
に
有
効
な
エ
ピ
ペ
ン
使
用

に
関
し
、
正
し
い
対
応
が
取
ら
れ
て

い
る
か
。
径
災
害
用
ア
レ
ル
ギ
ー
対

こ
こ
ろ
の
病
へ
の
対

応
／
自
転
車
走
行
空

間
整
備
を

Ｊ
Ｒ
武
蔵
小
金
井
駅

周
辺
の
整
備
に
つ
い

て行
財
政
改
革
と
公
共

施
設
整
備
計
画
に
つ

い
て
問
う

課
題
解
決
先
進
市
の

自
覚
で
経
営
革
新
に

全
力
を

市
職
員
の
高
額
手
当

は
即
刻
削
減
す
べ
き

だ
！

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
へ

の
対
応
を
万
全
に

一 般 質 問 （３ページ～５ページ）
２月２８・２９日、３月１・２日


